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成田洋一監督のCM制作塾 ～私たちの町“生保内”を売り出せ！～

概 要

秋田県出身、CM界の巨匠ディレクター・成田洋一氏。現在、初監督となる映画を地元・秋
田県で制作しており、映画を通して地方創生を目指す。故郷に住む子ども達のために自分に
できることはないか、その思いを地域事業者である秋田ケーブルテレビがカタチに。若者の
県外流出が課題の秋田県において、映像の力で子ども達に故郷の魅力を再発見してほしい、
そんな思いでCM制作塾を企画。秋田県仙北市生保内（おぼない）の中学生にCM制作の特別
授業を数か月に渡り行い、＜生保内を売る＞をテーマに、地元・生保内地区の魅力を表現す
るCMを制作する。成田監督の指導を受けてプロの技術を間近で体感する生徒達。CM制作を
通して、その過程で地元・生保内地区の魅力を再発見していく。

成田洋一監督プロフィール
秋田市出身。これまでに手掛けたCM制作は大手企業を
主に約600本。圧倒的な映像のクリエイティブ力を駆使
し、第一線で活躍してきたCM界の巨匠。50代半ばとな
り、かつて目指した映画の制作を故郷秋田の地を舞台に
企画。初監督となる映画「光を追いかけて」は、2021
年春に公開予定。

秋田ケーブルテレビ

■成田洋一監督
■「光を追いかけて」製作委員会 ■仙北市教育委員会

■仙北市立生保内中学校

■仙北インターナショナルドローンフィルムフェスティバル実行委員会
協 力

企 画

■高齢化とともに若者の県外流出が課題の秋田県
■ CM界の巨匠が直に中学生にCM制作のノウハウを指導
■制作CMのテーマは中学生の住む町 “生保内を売る”
■映像制作を通して中学生が町の魅力を再認識・再発見
■成果物のお披露目の場は、地元で開催される映像祭
■一連の過程を番組化。完成CMと共にコミチャンで放送

企画の
ポイント

生徒自身がCMを企画・
制作。映像制作を通し、
地元の魅力を再発見

完成CMのお披露目は「地域住民と作る
世界No.1の映像祭」。

仙北市立生保内中学校
仙北インターナショナル

ドローンフィルムフェスティバル実行委員会

おぼない

「光を追いかけて」製作委員会
■仙北市

本企画を立案。生徒のCM制作に関する撮
影・編集をサポート。一連の過程を番組化
し、生徒制作CMと共にコミチャンで放送

秋田ケーブルテレビ

成田洋一監督
映像制作のノウハウを生か
し地方創生。次世代の子ど
も達への知的還元

仙北市×仙北市教育委員会
仙北市

協 力 先 と の 体 制 と 役 割

CM制作塾開講
CM企画案作成

撮影
編集

完成※
お披露目

番組制作
番組・
CM放送

企画立案 協力先交渉・準備

番組立案



成田監督の特別授業を開催。生保内中学校の生徒9名が、ブレインストーミング
や撮影ノウハウ等、CM制作の基礎を学んだ。

C M 完 成 ま で の プ ロ セ ス

Skypeを使い、自分たちのCM企画を東京にい
る成田監督へプレゼンし、1作品に絞られた。

CMの撮影開始。プロの技術、自分たちの企
画がカタチになっていく様子に生徒達は感動。

一人あたり5案、絵コン
テ提出という宿題を持
ち寄り、一生懸命制作。

選ばれた1本の絵コンテ
を、成田監督がプロ仕
様に！ 生徒たちはプ
ロの仕事を間近に体験
し大興奮していた。

感動し涙を流す、取り調べ中だったはずの犯人。
キャッチコピー「魅力の沼※、生保内」
※沼＝ハマったら抜けられない

舞台は取り調べ室。「生保内の人が地元には何にも
ないと思っている」ことを事件として、先輩刑事に
報告をしにくる東京出身の若手刑事。

「そりゃそうだ」と納得する地元・生保内出身の先
輩刑事に対して、生保内地区の名所・魅力を伝えだ
す若手刑事。

完成した C M「魅力の沼、生保内。」 b y生保内中学校生徒

CMに関わる撮影、映像素材
の提供、成田監督や生徒の
意見を取り入れながらの編
集作業は、秋田ケーブルテ
レビが完全サポート。

P O I N T

完成したCMは、地元・仙北市で開催される「仙北インターナショナルドローンフィルムフェスティバル」で2020年3月20日に上映
（予定）。地域住民や、フェスティバルに訪れた映像関係者にお披露目し、地域の魅力を共有する。また、成田氏と生徒たちによ
るCM制作の過程を描いたドキュメンタリー番組（全5話）と完成CMを、秋田ケーブルテレビのコミュニティチャンネルで放送。

完成CMのお披露目
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